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森
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由
来
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ジ
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の
創
出
・
活
用
の
動
向

「
森
林
由
来
Ｊ‒ク
レ
ジ
ッ
ト
」

制
度
の
現
状

1
　
「
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」は
、
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ

設
備
の
導
入
や
森
林
経
営
な
ど
の
取
組
（
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
を
通
じ
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
量
や

吸
収
量
を
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
と
し
て
認
証
す
る
制
度

で
、
平
成
25
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
う
ち
、「
森
林
由
来
Ｊ
‒
ク

レ
ジ
ッ
ト
」
は
、
間
伐
等
の
森
林
経
営
活
動
に
よ
る

森
林
の
炭
素
吸
収
増
加
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
化
す
る
仕

組
み
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
主
伐
は「
排
出
」に
計
上
す
る
取
り
扱

い
と
し
て
い
た
た
め
、
主
伐
・
再
造
林
を
含
む
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
形
成
さ
れ
に
く
い
状
態
で
し
た
が
、
令

和
４
年
に
、「
主
伐
後
に
再
造
林
を
行
え
ば
、
将
来

の
成
長
量
を
排
出
量
か
ら
控
除
す
る
」、「
伐
採
さ
れ

た
木
材
の
利
用
に
よ
る
炭
素
固
定
量
の
一
部
を
評
価

す
る
」な
ど
、
ル
ー
ル
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
以
後
、
森
林
由
来
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
取
組
は
急
速
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
登
録
数
が
57
件
（
累
計
1
8
3

件
）、
認
証
量
は
44
・
8
万
t
‒
C
O
2
（
累
計

62
・
６
万
t
‒
C
O
2
）
と
な
り
、
単
年
度
の
認
証

量
が
過
去
10
年
間
の
累
計
認
証
量
の
約
2
・
5
倍
に

達
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
森
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
主
に
40
〜
50

年
生
の
森
林
で
間
伐
を
実
施
）
に
よ
る
Ｊ
‒
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
平
均
的
な
創
出
量
は
、
１
ha
当
た
り
年
間

５
t
‒
C
O
2
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
売
買
取
引

2
　
林
業
経
営
者
が
、
森
林
由
来
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
か

ら
収
益
を
得
る
た
め
に
は
、
排
出
事
業
者
に
Ｊ
‒
ク

図１ 令和4年の森林由来Ｊ―クレジットの制度見直し概要

① 森林経営のププロロジジェェククトトのの認認証証対対象象期期
間間がが８８年年間間

② 森森林林管管理理ププロロジジェェククトトのの場場合合、、認認証証対対
象象期期間間中中のの経経営営収収支支がが赤赤字字ででああるるここととをを
証証明明すするる必必要要（（「「追追加加性性要要件件」」））

③ 主主伐伐をを行行っったた場場合合、、伐伐採採ししたた森森林林がが吸吸
収収・・固固定定ししてていいたたCCOO22ががすすべべてて即即時時排排出出扱扱
いい

④ 天天然然生生林林ははククレレジジッットトのの算算定定対対象象外外

従従来来のの制制度度

① 森林経営のプロジェクト認証対象期間
について、最最大大1166年年間間にに延延長長ででききるる措措置置
をを導導入入。

② 以下の場合は、追追加加性性要要件件のの証証明明がが不不
要要ととななるる措措置置をを導導入入。
 主主伐伐後後にに再再造造林林をを計計画画すするる場場合合
 下下刈刈りり・・間間伐伐等等のの保保育育作作業業ののみみをを計計画画
すするる場場合合

③ 主主伐伐後後にに再再造造林林をを行行っったた場場合合、将来、
その森林が成長して一定のCO2を吸収・固
定すると見込み、そそのの分分をを伐伐採採にによよるる排排
出出量量かからら控控除除すするる制制度度をを導導入入。

また、伐伐採採ししたた木木材材にに固固定定さされれるる炭炭素素
量量のの一一部部をを、、ククレレジジッットトのの算算定定対対象象にに追追
加加。

④ 保安林等に指定されるなど、適適正正にに保保
護護管管理理ががななさされれてていいるるとと認認めめらられれるる天天然然
生生林林ににつついいててもも吸吸収収ククレレジジッットトのの算算定定対対
象象にに追追加加。

見見直直しし後後のの制制度度

令和4年の森林由来Ｊ―クレジットの
制度見直し概要
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図２ 森林由来Ｊ－クレジットのプロジェクト登録数及び認証量の推移（2023年度までの累計）

（万t-CO2） （件）

制度見直し

（年度）

森林由来Ｊ－クレジットのプロジェクト登録数及び認証量の推移
（2023年度までの累計）

レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
販
売
者
と
購
入
者
と
の
相
対

に
よ
る
取
引
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
令
和
５

年
10
月
か
ら
、
東
京
証
券
取
引
所
の
「
カ
ー
ボ
ン
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
」
に
よ
る
市
場
取
引
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
森
林
組
合
連
合
会
に
よ
る

「
F
C
‒
B
A
S
E
」
な
ど
、
民
間
に
お
け
る
ク
レ
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図３ GX-ETS始動後森林由来Ｊ-クレジットの購入意向（Ｎ＝１６１）
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いずれのクレジットも購入する予定は

ない

森林由来J-クレジットの購入は選択肢

にないが、他のクレジットは検討中

GX-ETSの目標達成状況に関わらず、

地域貢献やBeyond the Value Chainの
貢献として購入する予定

GX-ETSの目標達成手段として購入す

る予定

回回答答者者ののううちち26%がが
森森林林由由来来J-ククレレジジッットトのの

購購入入意意向向あありり

ジ
ッ
ト
売
買
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
試
行
を
開
始
し
た
「
G
X
‒

E
T
S
（
排
出
量
取
引
制
度
）」で
は
、
企
業
が
自
ら

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
を
実
現
で
き
な

か
っ
た
場
合
、
目
標
未
達
分
を
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

調
達
で
埋
め
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
後
G
X
‒
E
T
S
に
お
け
る
取
引
が

本
格
化
す
れ
ば
、
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
需
要
は
一
層

高
ま
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
実
際
、
林
野
庁
が
G
X
リ
ー
グ
参
加
企
業
に
対
し

て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
回
答
1
6
1

社
の
う
ち
42
社
（
26
％
）
が
、
令
和
８
年
度
か
ら
の

G
X
‒
E
T
S
の
本
格
稼
働
後
に
、
森
林
由
来
Ｊ
‒

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
す
る
意
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
の

有
利
販
売
に
向
け
て

3
　
森
林
由
来
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
東
京
証
券
取
引

所
で
、
排
出
削
減
系
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
よ
り
も
高
い

値
段
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
価
格
プ

レ
ミ
ア
ム
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
炭
素
と
し
て
の
価
値

の
み
な
ら
ず
、
生
物
多
様
性
の
保
全
等
森
林
の
有
す

る
多
面
的
機
能
の
発
揮
や
地
域
経
済
へ
の
貢
献
な
ど

の
価
値
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
、
令
和
６
年
度
予
算
に
よ
り
、
森
林

由
来
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
非
炭
素
プ
レ
ミ
ア
ム
価
値

を
訴
求
す
る
た
め
の
手
引
を
作
成
し
て
、
普
及
に
努

め
る
予
定
で
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

4
　
林
野
庁
は
、
令
和
６
年
２
月
に
、
森
林
由
来
Ｊ
‒

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
・
活
用
の
拡
大
を
目
的
と
し
て

「
森
林
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
民
間

資
金
活
用
に
よ
る
森
林
整
備
と
脱
炭
素
貢
献
〜
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
合

わ
せ
て
約
7
5
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
紹
介
し
た
、
G
X
リ
ー
グ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
や
、
森
林
由
来
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
関
す
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
・
動
画
等
の
資
料
は
、
林
野
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
覧
下

さ
い
。

GXリーグアンケート結果
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/
ondanka/attach/pdf/J-credit-58.pdf

Ｊ－クレジット制度：林野庁
https://www.rinya.maff.go.jp/j/
sin_riyou/ondanka/J-credit.html

森林シンポジウム開催の様子

GX-ETS始動後森林由来Ｊ-クレジットの購入意向（Ｎ＝１６１）

表１ カーボン・クレジット市場の売買動向（2023年10月11日～2024年5月2日の累計）

分類 平均単価
（円/トン－CO2）

取引量
（トン－CO2）

省エネルギー 1,651 81,403

再生可能エネルギー 3,122 187,350

森林 6,673 216

その他
（農業・廃棄物など） 1,150 2

合計 2,680 268,971

※カーボン・クレジット市場日報（https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/daily/index.html）を参考に独自に算定。
※平均単価は加重平均で算出。
※高値と安値が異なる場合は、全量が高値と安値の平均値の価格で取引されたと見なして集計。

カーボン・クレジット市場の売買動向
（2023年10月11日～2024年5月2日の累計）
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